研修出張様式４


研修報告書

	所　　属　南山苑　　　　職　種　介護員　　氏　名　高橋　有里紗

	期　　間　　平成2３年10月1６日　～　平成2３年10月1６日

	出張目的　第２０回　青森県長寿研究会

	出 張 先　青森市市民ホール

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


＜考察＞

いろんな地域の研究発表を聞いて、食事や心のケアなどを利用者に合わせて話し合い・工夫していることが分かりました｡一つの事例についての研究発表が多く、難しいものもありましたが理解しやすいものもありとても勉強になりました。ケアをするにあたって職員だけでなく、家族や地域の人々の協力も利用者様が元気に過ごしていただくために大切だということを学びました｡また、施設に入所されている高齢者だけでなく一人暮らしや夫婦で暮らしている方々もたくさんいると思います｡そのため同じ地域の人々が月に何回か集まり、会話や趣味を楽しむことができる機会を増やす事で周りの人とのふれあいを通じて心身の健康につながるのではないかと思います。私の祖母も65歳になりますが近所の農作業の手伝いなどによく行き野菜など物物交換し、いろんな人と仲良くしています。私も年をとっても近所の人たちとのつながりを大切にしていきたいと思いました｡最近は近所の人の事をよく知らないという話をよく耳にします｡だんだん人とのつながりが希薄になってきているのではないかと感じています。見知らぬ他人の人でも勇気をだして朝の挨拶などをすれば相手の心も開き徐々にいろんな人とのつながりが生まれるのではないかと考えています｡実際に研究の読み上げを行い緊張し、すらすらと読む事ができず言葉につまることがあり、分かりやすく発表する事ができなかったと思います｡他施設の発表をきいて読む際にゆとりがあり、スライドも簡潔にまとめられていました。自分の練習不足もありますが、読み上げ原稿・スライドの簡潔化が必要ではないかと感じました｡介護は他職種の協力・チームケアでADLの向上や状態の緩和することができるためこれから業務をするにあたり他職種との連携・相談をしていき、よりよいケアをしていきたいです。

＜研修要旨＞

「好きな食べ物で元気に　～カップ麺でADLが拡大した事例を通して～」

＜対象者＞　９０代男性・アルツハイマー型認知症　入院時身長１５８ｃｍ　体重５６ｋｇ　自力歩行可能

頑固で偏食があり病院食と家族の差し入れのみの摂取で拒食が続き点滴の併用していた。入院５ヶ月で体重４３．１ｋｇまで低下あり寝たきりの状態までの低下みられた。開始後で一時３８ｋｇまで体重の減少するも、継続することで摂取量の増加みられる。病院食の摂取も増え、体重４５ｋｇ・ADLの改善され自力歩行できるまでに回復した。

＜考察＞

病院食だけでなく、好物を補食として取り入れるという試みが自分には考えつかなく凄いと思った｡病院は自宅と違い行動が制限され、見知らぬ人たちと共に生活をしていかなくてはならないためストレスや心理的負担は大きいと思います｡本人の話しを傾聴し、好物を取り入れることでストレスの軽減につながっていた。病院食は自分が食べたいものを選ぶことができないため利用者様の中には自分の好物を食べたい方もいると思うので、もっと外出する機会を増やし自分の食べたいものを購入するようにしていけばいいのではないか思う｡また、施設の外に出る事で気分転換も図ることができると考える。その人らしさを尊重しケアをしていくことが大切だと思った｡

＜研修要旨＞

「優しく触れることで笑顔が増える　～タクティールケアのこころみ～」

＜対象者＞９２歳女性　要介護度２

低刺激オイルを使って優しく包み込むようなマッサージを両手で２０分間、１ヶ月間毎日行なう。介護記録ノートを作成しタクティールケア後の不穏行動や感情失禁の活動記録をまとめる｡日中は音楽を聞いたりされ、不穏症状や感情失禁の軽減ができた。夜間２～３回トイレに起きていたのが朝まで良眠でき、手があったかいと安心されていた。また、職員を思いやり若い頃の話をしてくれるようになった。

＜考察＞

緊張や、気持ちが不安定になったときにそばに居てくれたり手を握ってもらうとぬくもりを感じ安心したという経験をしたことがある。道具を使わず職員を思いやってくれるようになったというのは興味深く実際にやってみたいと思った｡低刺激オイルによるマッサージは普通の温かさとは違うぬくもりを感じる事により不穏症状などの軽減につながったのではないかと考える｡施設に入所すると自宅とは違う環境となり不安や孤独感を感じている利用者様もいると思う｡なかなか利用者様とゆっくり話をしたりする時間がとれないのですがボディタッチや声がけを積極的に行い少しでも精神の安定を図っていけるようにしていきたいと思った｡



















C.E.O.





I.O.O.





A.O.M.








